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成、増幅し、cDNA から合成した cRNA を用いてマイクロアレイ法を行った。最初に、今回用いた増幅法の
妥当性の検討を行った。lean マウスの膵内副交感神経節と膵島を用いて、副交感神経節細胞と膵 β 細胞にお
いてそれぞれの細胞において特異的に発現する遺伝子をマーカーとしてその遺伝子発現を解析した。副交感神
経のマーカーである choline acetyltransferase（Chat）や VAChTをコードする遺伝子として知られる solute 
carrier family 18（Slc18a3）は副交感神経節で非常に高く、膵島ではほとんど検出されなかった。また、膵






と考えられた。そこで、膵 β 細胞の増殖における膵副交感神経節の役割を検討するため、lean マウスと、著
明な膵 β細胞増殖を起こす遺伝的肥満モデルマウスである ob/obマウスの膵内副交感神経節細胞の遺伝子発現
を同様の方法を用いて比較した。lean マウスと比較して ob/ob マウスの副交感神経節細胞において発現が増
加している遺伝子のうち、分泌タンパクをコードすると考えられる Gene Ontology (GO) termで分類されて
いる遺伝子を抽出したところ、8つの遺伝子が抽出された。さらに、その中から細胞増殖に関わると考えられ
る GO termで分類されている遺伝子を抽出し、Clec11aと Epoが両方の GO termと関連する遺伝子として
抽出された。 
これらの結果は、膵臓における副交感神経節の生理学的意義の解明や、膵 β 細胞の増殖を促すことで膵 β
細胞量を増量する糖尿病の治療法の開発にもつながるものと期待される。 
  
